
第２次菊川市総合計画
２０２２ → ２０２５ 概要版

重点プロジェクト
を見直しました

Ⓒ菊川市
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　菊川市では、平成29年度から令和７年度までの９年間、「みどり ときめき たしかな
未来 菊川市」を将来像にかかげ、その実現に向けて取り組んでいます。

第２次菊川市総合計画とは？

多くの市民が本市の魅力

と感じている、あふれる

自然など次世代に引き継

ぐべきふるさとの素晴ら

しい環境をイメージして

います。

市民一人ひとりが未来へ

希望を持ちながら、豊か

にいきいきと人生を送る

ことができ、活発で活力

ある人々の心躍る様子を

イメージしています。

素晴らしい環境のなか

で、本市がこれからも、

安定的に活力があるまち

づくりを続け、未来へ繋

げていくことをイメージ

しています。

　第２次菊川市総合計画は、菊川市総合計画条例に基づく市の最上位計画です。将来目標や目標達成の
ための基本方針からなる「基本構想」とこれを実現するための「実行計画」で構成されています。

　基本構想：合併時の理念を継承し、本市が目指す将来像を定め、その実現に向け５つの基本目標と28の政策、96
の施策を体系的に定めました。 

　実行計画：基本構想に定めた政策、施策を推進するため、４年間の重点事業と基本事業を示すものです。実行計
画の見直しは、毎年、事業実績、行政評価等を踏まえ、各部門の重点課題を明確にし、実行計画を見
直し翌年度に引き継いでいくものとします。



目標人口

　菊川市の令和２年国勢調査人口は 47,789 人、世帯数は 17,759 世帯で、前回（平成 27 年）調査より、人
口は 1,026 人、世帯は 1,664 世帯増加しました。県内他市町と比較すると、人口が増加した市町は、掛川市、
袋井市、長泉町、菊川市の４市町で、人口の増加数は県内第２位、増加率は県内第３位となりました。
　また、令和２年の目標人口 45,622 人よりも 2,167 人多い結果となりました。

人口動向

2025年（令和７年）における目標人口 45,000人

人口・世帯数の推移

令和２年国勢調査

人　口 47,789 人
世帯数 17,759 世帯

人口増加数
県内第２位

（人） （世帯）

※目標人口は平成22年（2010年）の国勢調査結果により推計しています。
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重点プロジェクト

　少子化によって人口が減少していくなかで、若年層の方に多く住んでいただき、地域社
会や経済の活力を維持していくため、「第２期菊川市まち・ひと・しごと創生人口ビジョ
ン&総合戦略」に基づき取り組んでいきます。

　令和３年度は計画期間の中間年に当たると同時に、新型コロナウイルス感染症などの社会情勢の変化を踏まえ、
重点プロジェクトの見直しを行いました。
　重点プロジェクトは、ＳＤＧｓや脱炭素社会、Society5.0 の推進といった新たに取り組むべき課題やデジタル化、
多様な主体との協働、民間企業などとの共創といった手法を意識して、５つの基本目標に対し横断的に取り組んで
いきます。

プロジェクト１ 第２期菊川市まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進

　本市の更なる発展「住みたいまち菊川市」の実現に向けて「５つのチャレンジ」の取組
を集中的に進めていきます。

プロジェクト２ 住みたいまちの実現

　感染症対策をしっかりと行いつつ、市民生活や地域コミュニティ、文化、スポーツ活動
など人のつながりを支援します。また、持続可能なまちの実現に向けて、デジタル・トラ
ンスフォーメーション（DX）の推進に取り組んでいきます。

プロジェクト３ ポストコロナ社会への対応

① 新型コロナウイルス感染症対策 ② 魅力発信、移住促進
③ 安全安心が実感できるまち ④ 雇用を守り、産業を活性化
⑤ 大切な資源を守り、豊かな環境を

５つのチャレンジ

１．子 ど も が い き い き 育 つ ま ち

２．健 康 で 元 気 に 暮 ら せ る ま ち

３．活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち

４．快適な環境で安心して暮らせるまち

基本目標

実行計画 

重点プロジェクト

５．まちづくりに市民と行政が共に取り組むまち



５つの基本目標への取り組み

　子育て支援、ＩＣＴなどを活用した教育環境の充実、地元への愛着を育むキャリア教育
などを実施することで、次代を担う子どもたちが健全に育ち、菊川に暮らし、子どもを産
み育て、住み続ける魅力があるまちを目指します。

・待機児童の解消と多様なニーズへの対応
・日本語講師による外国籍児童生徒への支援
・GIGAスクール構想、ICT教育の推進
・小中一貫教育「学びの庭」構想の推進
・小中高校生へのキャリア教育の推進

主な取組



　子どもから高齢者まで市民だれもが健康で活動的に暮らせるよう、健康増進や生涯学習
活動につながる機会を設けるなど、市民自らが積極的に健康づくりに取り組むまちを目指
します。

・生活習慣病やフレイル等の予防と健康寿命の延伸に取り組む環境づくりの推進
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止、ワクチン予防接種の推進
・高齢者の介護予防支援
・災害時における要配慮者支援
・文化、芸術鑑賞機会の提供
・スポーツ活動を通じた健康で心豊かな人づくりの推進

主な取組

　農業経営の基盤強化、企業誘致、観光資源の掘り起し等に取り組み、市内に立地する鉄
道駅、東名インターチェンジ、近接する富士山静岡空港、御前崎港など、産業や物流、交
流の基礎となる施設を効果的に活用して、人、ものの流れが活発で、活気にあふれるまち
づくりを目指します。

・地域特産物の産地化・ブランド化の推進
・農業者の経営基盤の強化による所得の安定・向上と地域農業の活性化
・農地の有効利用並びに地域農業を担う農業者の育成
・深蒸し菊川茶の魅力発信や交流事業による消費拡大
・創業支援、事業承継を促進し、地域経済の持続的な発展を推進
・企業立地の推進

主な取組



　大規模地震や大雨などの自然災害に備えるため、施設や住宅の耐震化、計画的な河川改
修等を進めるとともに、避難体制の強化を図ります。また、市民の防災活動への参加を促
進し、市全体で災害に強いまちづくりを目指します。

・建築物の耐震化を推進
・市と地域及び市民一人ひとりの防災力向上
・自主防災組織の体制及び連携強化
・地球温暖化対策、自然環境の保全を推進
・循環型社会の推進
・菊川駅北整備事業
・幹線道路や生活道路の整備

主な取組

　市政情報を積極的に発信し情報を共有するとともに、市民・団体の地域活動を支援する
など、魅力あるまちづくりに向けて、市民と行政が相互に補い合い、ともに協力して取り
組むまちを目指します。

・市の魅力・情報発信の強化
・移住・定住の促進
・結婚、妊娠・出産、子育ての機運醸成
・市民、地域活動の活性化の促進
・外国人住民・多文化共生の推進
・ICTを活用した市民サービスの向上
・他市町との広域的な連携

主な取組



　ＳＤＧｓとはSustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、2015年９月の国連サミットにおいて
採択された、2016年から2030年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するための17のゴールと169のターゲット
から構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを誓っています。
　本市では、ＳＤＧｓの視点を持った総合計画を作成し、全庁的に推進していくことで、ＳＤＧｓの達成を目指します。

ＳＤＧｓへの取り組み

前期重点事業の進捗状況（令和３年度結果）

第２次菊川市総合計画とＳＤＧｓとの関係 ※関係性が比較的強いゴールを選択しています。施策・事業レベルで考えた場合、その他のゴールが該当する場合もあります。

率成達数成達数標指標 目 本 基

合　計

11
13
7
13
4
48

8
3
1
4
1
17

72.7 
23.1
14.3
30.8
25.0
35.4

１．子どもがいきいき育つまち【子育て・教育】

２．健康で元気に暮らせるまち【保健・福祉・医療・社会教育】

３．活気にあふれ地域の良さを伸ばすまち【産業】

４．快適な環境で安心して暮らせるまち【防災・環境・社会資本整備】

５．まちづくりに市民と行政が共に取り組むまち【ｺﾐｭﾆﾃｨ・自助・共助・公助】

〒439-8650 静岡県菊川市堀之内61番地　TEL：0537-35-35-0900
MAIL：kikaku@city.kikugawa.shizuoka.jp
ホームページ　http://www.city.kikugawa.shizuoka.jp/

令和４年９月発行

菊川市役所 企画政策課




